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積
丹
半
島
は
、江
戸
時
代
の
１
７
０
６
年（
宝
永
３
年
）、

和
人
と
ア
イ
ヌ
の
商
い
が
始
ま
り
、
そ
れ
か
ら
ニ
シ
ン
漁

で
栄
え
た
。
ニ
シ
ン
漁
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
の
が
、
こ
こ

発
祥
と
さ
れ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
で
あ
る
。

　

日
本
海
の
ニ
シ
ン
は
１
９
５
０
年
代
半
ば
に
激
減
し
、

漁
は
幕
を
閉
じ
、
そ
の
後
は
過
疎
の
道
を
歩
む
。
半
島
の

先
端
を
占
め
る
積
丹
町
の
人
口
は
、
１
９
７
０
年
に
６
１

０
２
人
だ
っ
た
の
が
、
現
在
は
２
０
８
３
人
（
２
０
１
８

年
５
月
末
現
在
）
で
あ
る
。

　

こ
こ
の
海
の
色
は
シ
ャ
コ
タ
ン
ブ
ル
ー
と
呼
ば
れ
、
透

明
度
が
高
く
美
し
い
。
周
辺
に
は
温
泉
も
豊
富
で
、
夏
の

ウ
ニ
に
象
徴
さ
れ
る
鮮
度
抜
群
の
魚
介
が
う
ま
い
。

　

積
丹
が
大
好
き
な
私
が
必
ず
訪
れ
る
の
が
島
武
意
（
し

ま
む
い
）
海
岸
だ
。
広
い
駐
車
場
に
車
を
止
め
、
遊
歩
道

の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
大
き
な
岩
が
突
き
立
つ
マ
リ
ン

ブ
ル
ー
の
海
が
広
が
る
。
海
は
透
明
度
が
高
く
海
底
が
透

け
て
見
え
る
。
海
岸
ま
で
長
い
階
段
が
あ
る
が
、
断
崖
を

見
下
ろ
し
て
帰
路
を
思
う
と
、
躊
躇
し
て
し
ま
っ
た
。
海

岸
は
一
面
、
大
き
な
玉
石
で
あ
る
。
そ
こ
に
立
派
な
石
組

み
が
残
っ
て
い
て
、
ニ
シ
ン
漁
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
の
建

造
物
の
跡
だ
と
い
う
。

　

こ
の
後
目
指
す
の
は
、
当
然
、「
う
に
丼
」
で
あ
る
。

近
年
、
海
水
温
が
上
昇
し
て
い
る
た
め
か
、
ウ
ニ
漁
が
ひ

ど
く
不
振
だ
と
い
う
。
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。
う
に
丼

発
祥
の
店「
お
食
事
処
み
さ
き
」（
積
丹
町
日
司
町
２
３
６
、

電
話
０
１
３
５
・
45
・
６
５
４
７
）
の
名
物
、「
赤
ば
ふ

ん
生
う
に
丼
」
は
、
１
日
20
食
限
定
で
、
何
と
１
杯
５
４

０
０
円
に
高
騰
し
て
い
た
。
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
「
生
う
に

丼
」
は
２
８
０
０
円
だ
。
限
定
品
は
観
光
客
の
皆
さ
ん
に

お
譲
り
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
い
つ
も
訪
れ
る
温
泉
で
あ
る
。
神
威
岬
へ

向
か
う
途
中
に
あ
る
「
温
泉
旅
館
北
都　

天
然
温
泉
シ
ラ

ラ
姫
の
湯
」（
積
丹
町
西
河
町
14
の
２
、
電
話
０
１
３
５
・

46
・
５
８
０
０
）
だ
。
浴
槽
は
小
さ
め
だ
が
名
湯
で
あ
る
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
─
炭
酸
水
素
塩
泉
（
旧
泉
名
・
重
曹
泉
）
だ

が
、
二
酸
化
炭
素
が
６
５
５
・
５
ミ
リ
グ
ラ
ム
／
Ｌ
も
含

ま
れ
、
湯
に
つ
か
る
と
体
表
が
小
さ
な
泡
に
包
ま
れ
る
。

泡
は
血
管
を
拡
張
し
て
血
行
を
良
く
す
る
の
で
す
ご
く
温

ま
る
。
40
度
ほ
ど
の
源
泉
が
そ
の
ま
ま
掛
け
流
し
さ
れ
る

絶
品
の
湯
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
釣
り
人
に
は
よ
く
知
ら
れ

た
宿
で
あ
る
。

　

次
に
目
指
す
神
威
岬
ま
で
７
・
４
キ
ロ
。
こ
こ
で
は
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
な
が
ら
遊
歩
道
を
行
く
と
右
手

に
「
電
磁
台
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
太
平
洋
戦
争
中
に
設
置

さ
れ
た
レ
ー
ダ
ー
跡
で
あ
る
。

　

遊
歩
道
に
戻
っ
て
進
む
と
間
も
な
く「
女
人
禁
制
の
門
」

が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
い
ま
は
女
性
も
通
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
一
つ
の
伝
説
が
残
る
。
日
高
の
首
長
の
娘
チ
ャ
レ
ン

カ
が
、
源
義
経
を
慕
っ
て
追
っ
て
き
た
が
、
海
の
果
て
に

去
っ
た
こ
と
を
知
り
断
崖
か
ら
身
を
投
げ
た
。
チ
ャ
レ
ン

カ
の
嫉
妬
心
が
女
性
を
乗
せ
た
船
を
転
覆
さ
せ
る
の
で
、

岬
一
帯
が
女
人
禁
制
に
な
っ
た
と
い
う
。
で
も
、
こ
の
話

は
眉
唾
だ
と
い
う
。
和
人
が
移
住
す
る
と
ニ
シ
ン
漁
の
権

気泡が身体を包むシララ姫の湯は源泉掛け流しの名
湯。温泉が好きな方は、ぜひ立ち寄ってほしい

青 木 和 弘

後志管内積丹町

マリンブルーの海と岬
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益
が
奪
わ
れ
る
と
怖
れ
た
松
前
藩
が
流
し
た
作
り
話
で
、

１
８
５
５
年
（
安
政
２
年
）
に
蝦
夷
地
一
帯
が
幕
府
直
轄

に
な
る
と
、
女
人
禁
制
は
解
か
れ
、
奥
地
へ
の
定
住
が
進

ん
だ
と
い
う
。

　

女
人
禁
制
の
門
は
、
開
門
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の

で
閉
門
前
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
７
月
は
８
～
18

時
、
８
月
は
８
～
17
時
半
だ
。
こ
こ
か
ら
岬
尖
端
ま
で
は

約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
だ
が
、ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多
く
、せ
っ

せ
と
歩
い
た
つ
も
り
で
も
片
道
20
分
ぐ
ら
い
か
か
る
。
ス

チ
ー
ル
製
の
階
段
が
あ
り
、
ヒ
ー
ル
の
細
い
靴
は
ひ
っ
か

か
り
そ
う
だ
。
柵
は
あ
る
が
、
断
崖
の
上
の
道
は
高
度
感

が
あ
る
の
で
、
高
所
恐
怖
症
ぎ
み
の
人
に
は
勧
め
な
い
。

私
は
、
時
間
が
な
い
こ
と
に
し
て
、
適
当
な
と
こ
ろ
で
引

き
返
し
た
が
、
岬
の
雰
囲
気
は
大
い
に
楽
し
め
た
。

　

こ
の
旅
、「
赤
ば
ふ
ん
生
う
に
丼
」
だ
け
が
心
残
り
だ
。

夏はエゾカンゾウが咲き乱れ、冬季はオオワシやオジロワシもやってくる

以前に食べた、お食事処みさきの「赤ばふん生うに丼」。
バフンウニは赤味が強く味も濃い。しょう油を使わな
くても美味しい。ぜひまた、ざぶざぶといただきたい
ものだ


